






 

母乳分泌の確立は広い意味での母児相互作用により育まれるものであり,母,児いずれかに

母児相互作用を妨げる要因が存在すれば母乳分泌量に悪影響を及ばすものと推測される。 

 特に母乳分泌に関連すると考えられる新生児因子について検討するにあたっては産科的

諸因子を考慮しながら,母乳分泌との関連を検討することが重要である。 

 そこで初年度は新生児因子として比較的寄与率の高い項目の選択，次いで調査方法,統計

処理の方法についての検討を行なった。 


